
防災行政無線の中継基地としての役割

　防災行政無線に使用されている電波はマイクロ波という電波です。
マイクロ波には直進性があり、途中に高い建物や山などがあると電波が遮られてしまいます。
市中心部のビル群が原因の電波障害を改善するために東山スカイタワーが建てられました。
タワーの76mから86mには14基のパラボラアンテナが設置され、名古屋市役所からの防災行政無線
を各区役所や消防署へ無線を中継しています。
また、タワーの３階（高さ61m）には無線を中継するために必要な機械が
収められた無線機械室があります。

タワーと防災無線の概念図 アンテナデッキに設置された
パラボラアンテナ

マイクロ波とは

　マイクロ波とは電波の中で最も短い波長のもので、直進性が強い性質があります。
障害物には弱いものの、少ない電力で多量の情報を送る事ができる長所があります。
応用範囲が極めて広く、テレビの衛星放送、携帯電話、無線ＬＡＮ、レーダー、
電波望遠鏡、ＧＰＳなどの他に電子レンジにもマイクロ波が使われています。


